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（論文内容の要旨） 

 

近世社寺建築の大きな特徴として彫物
ほりもの

（木彫刻装飾）を多用する傾向があり、桃山時代から江戸時代を

通じて江戸後期・幕末までその傾向が続く。それらは近世初頭の桃山様式におけるものと江戸後期以降の

ものと少なくとも二つの峯がある。本研究は、江戸時代後期の代表的な彫物大工である諏訪立川流の建築

彫物と下絵の相関性について論考する。  

諏訪立川流二代立川和四郎冨昌（以下、立川冨昌）の作である『諏訪
す わ

大社上社
たいしゃかみしゃ
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左右片
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はいでん

腰
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彫物
ほりもの

「獅子と牡丹」』の模刻制作を行うと同時に、彫物制作においての下絵の扱いや作図方法、彫物との相関

性について考察する。また、本研究対象と構図の類似が指摘されていた豊川
とよかわ

稲荷
い な り

妙
みょう

厳寺
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較して、下絵を通じた関連性について考察を行う。  

諏訪立川流は、初代立川和四郎
た て か わ わ し ろ う

冨
とみ

棟
むね

が江戸において建築と宮彫り技術の修行した後、地元の諏訪で興し

た彫物大工の流派である。その後、代々「和四郎」という名跡を継ぎ、二代冨昌、三代冨重、四代冨淳と

江戸後期から明治まで続いた。  

二代立川和四郎
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の代には、仕事が広範囲にわたり中部・東海地方を始め、東は千葉神社、西は京都

御所御門の彫物を手掛けている。こうした活躍の中で、様々な人物と交流するようになり、名声を聞き及

んだ江戸幕府老中松平定信にも見出されている。  

諏訪立川流の活躍した時期の社会背景において、特筆すべきこととして、 1720年（享保5年）の八代将

軍徳川吉宗によるキリスト教以外の漢訳洋書の輸入緩和が挙げられる。この時期は、日本が鎖国体制から

脱却して、限定的ではあるが西洋の幾何学や測量技術などが紹介される時期であった。この時に流入した

西洋の幾何学や測量における作図には、コンパスが必要とされた。これ以後、江戸時代の各分野の文献に

もコンパスを用いた作図法を紹介したものが見られるようになる。建築規矩術うちの「規術」を主に扱っ

た溝口若狭林卿の『方圓順度』、測量家の村井昌弘の『量地指南前編』、浮世絵の葛飾北斎による『略画早



    

 

指南』で、コンパスを活用した作図法が紹介されている。  

立川冨昌は葛飾北斎に私淑しており、先行研究でも、立川冨昌の下絵の絵画技法に葛飾北斎の影響が見

られるとしている。実際に、諏訪立川流の下絵を収蔵している『宮坂家みやさかけ文書』（諏訪市指定有

形文化財）の中にもコンパスを活用した作図がされている下絵を確認した。そこで諏訪大社上社本宮左右

片拝殿の下絵とされている「獅子と牡丹」の下絵にも、コンパスの活用が見られるのではないかと推測し、

想定される正円を当てはめて検証した。すべての下絵において、獅子の背中から大腿部にかけての線や頭

部の形状に想定される正円が内包していると思われた。  

また、諏訪立川流の下絵と３Dデータ正投影図から抽出した白描図を重ね合わせることで、下絵が彫物

にどれだけ反映されているかを検証した所、本研究で模刻を行った諏訪大社上社左右片拝殿腰羽目彫物

のうち1枚（左片拝殿腰羽目彫物の真中のもの）は、枠の比率は一致するものの、彫刻部分の近似する箇

所がほとんど見られなかった。しかし、獅子の体躯に関しては、下絵よりも実物の彫物の方が一定の比率

で拡大されていることが分かった。  

同様に、諏訪大社上社本宮左右片拝殿腰羽目彫物と構図の類似が指摘されていた豊川稲荷妙厳寺旧法

堂欄間の白描図と下絵を重ね合わせた所、上下の枠の比率の一致や多くの箇所で近似が確認できた。この

ことから、従来、諏訪大社上社左右片拝殿腰羽目彫物のものとされていた下絵の彫刻部分は、豊川稲荷妙

厳寺旧法堂欄間の複写の可能性が高いと推測される。寸法や設置場所の違う多くの彫物を同時に制作す

る彫物大工にとって、その都度、下絵を制作することは多大な労を費やすことになり、下絵の再利用や複

写がつねに行われていたことが伺える。  

また、合理的に下絵やその構図を再利用する方法のもう一つの手段として、コンパスが活用されてので

はないかと着目した。前述した研究対象において、コンパスを活用した同心円で拡大すれば一定の比率で

容易に拡大することができる。多くの仕事を同時に手掛ける彫物大工には有効な作図法である。獅子の構

図にコンパスを活用して、規則性を持って作図することで、拡大・縮小が容易になり、どの寸法にも対応

が可能となる。諏訪立川流は、下絵の構図に完成された規則性を有していたと思われる。そのことは、下

絵が単に絵画というだけでなく、合理的な設計図であったことを如実に物語っていると言える。 

 

（論文審査結果の要旨） 

 

本研究は、江戸時代後期に信濃国諏訪を拠点として活動した大工集団である諏訪立川流について、建築

彫物とその下絵の関係について考察したものである。諏訪立川流は、和四郎冨棟を初代とし、二代和四郎

冨昌までに精緻な建築彫物で知られるようになった。研究の主な題材は、冨昌の代表作とされる諏訪大社

上社本宮の左右片拝殿腰羽目彫物「獅子と牡丹」で、諏訪市博物館所蔵の宮坂家文書中に残る下絵と比較

検討し、さらに下絵を共用すると考えられる豊川稲荷妙厳寺旧法堂欄間彫刻との相違について検証した。 

諏訪大社は、上社の本宮と今宮、下社の春宮と秋宮の四社からなる。いずれも本殿を持たず、拝所として

の弊殿と拝殿が枢要な建物となる。上社本宮でも中央の弊殿、拝殿とその左右に続く片拝殿は、建築意匠

を凝らした建物として重要文化財に指定されている。本研究の主題である腰羽目彫物は、天保６年造営と

される左右の片拝殿に各３点が取り付けられ、諏訪立川流が得意とした「獅子に牡丹」の図様を展開する。

流派の本拠地にあって、目線に近い位置に置かれる建築彫物として、特に力が注がれた作品といえる。宮

坂家は立川家の傍流で、同家の文書と宮彫道具一式が諏訪市有形文化財に指定されている。同文書内には

建築彫物の下絵が多数含まれ、本研究で扱う腰羽目彫物と同図様の下絵４点が存在する。妙厳寺旧法堂は

天保年間の造立で、諏訪大社に先行する作例であるが、設置位置の違いから彫りかたに違いが生じるか否

かを検証しうる。これら資料の選択は妥当であろう。 

彫刻類は３Ｄ計測による正投影図から白描図を作成した。下絵は写真測量により正確な画像を得た。こ

うした処理は、立体物と平面を厳密に比較する上で適切なかつ有効な手法であった。 

本研究の成果として、建築彫物の制作過程におけるコンパス（ぶんまわし）の活用を指摘したことが挙

げられる。コンパスは、近世の大工技術である規矩準縄のうち規にあたる。宮内家文書中の他の下絵に円

弧の描線を見出し、時代背景として、規術を解説する若狭林卿『方圓順度』（天明８年）や、葛飾北斎『略



    

 

画早指南』（後編 文化１１年）の作図法と関連づけた。下絵と彫物の比較から、コンパスは下絵の構図

の決定のみならず、図様の拡大縮小に活用されたことを明らかにし、さらに下絵から原木への転写にも用

いた可能性を指摘することができた。こうした知見は、模刻作品制作において、その有効性が検討された。 

一方、宮坂家文書中の下絵は諏訪大社で用いられた可能性は高いものの、冨棟直筆との確証は得られなか

った。また、下絵を共用したであろう腰羽目彫物と欄間における設置位置による彫りかたの差異について

は、彫刻制作に携わる者として更に検証を進め得たと思われる。今後の研究の発展に期待したい。  

近世建築において彫物は枢要な装飾要素の一つであるのだが、その総合的な研究は未だ十分に進められ

ているとはいいがたい。近世建築彫物の制作技法の一端を明らかにした本研究は画期をなすものであり、

博士論文として評価し得るものと思われる。 

 

（作品審査結果の要旨） 

 

小野貴登司君は、江戸時代後期、建築彫物の代表的作例として著名な、長野県諏訪市にある諏訪大社上

社本宮左拝殿腰羽目彫物３点のうち中央にある「獅子と牡丹」の模刻制作を行なった。模刻をするにあた

って、３D計測を行ない参照した。本作品は諏訪立川流二代、立川和四郎富昌の作として知られている。

横１５８．９cm 縦７６．６cm 奥行１６．５cmの一枚板の欅材に彫られているが、現在ではこのサイズ

の欅材は入手が非常に困難なため、横方向中央に二分の一、上下に四分の一の計三材を寄木して一材と見

なした。 

因みに修了制作として小野君は、長野県千曲市にある興正寺薬医門出桁彫物「子持ち龍」の優れた模刻

制作を行なっているが、この作品も、同じく立川和四郎富昌の制作であり、立川富昌の作風及び技術に精

通し、またその作品に魅了されているという。 

さて、諏訪大社本宮彫物の完成の２０年ほど前、立川富昌は、現在愛知県豊川市妙厳寺寺宝館に残る旧

法堂欄間を制作している。小野君は模刻制作にあたり、諏訪市所蔵、宮坂家伝来の下図を調査しているが、

この二つの作品には共有性があることを示し、下図の共用があったのではと述べている。その際、規（ぶ

んまわし/コンパス）の使用があり、それを使用することで容易なサイズの変更の可能性を述べた。また

文書にある鍔鑿を実際に造ってもらい、使用しその効果の見解を示した。ただいずれも決定的な事が言え

ていない所は残念ではある。 

「獅子と牡丹」は、欄間ではなくレリーフなため、当然のことながら裏から彫ることはできない。実はこ

れは結構難しい作業で、模刻となると尚更であり、小野君も苦労したことと思う。しかし硬い欅材を高い

技術で見事に彫り上げたことは高く評価する。 

社寺の建築彫物の、模刻制作を基にした研究はまだほとんど行われていないのが現状である、そのさきが         

けとして小野君の今後の研究に期待したい。 

 

（総合審査結果の要旨） 

 

美術工芸品と建造物の狭間にある近世建築彫物は、仏像などに比べて総合的な研究が遅れていること

が、かねてより指摘されてきた。小野貴登司による本研究は、実作者としての立場から、彫刻制作と併行

して行った建築彫物の論考として、大いに意義があるといえる。 

 富山県井波町で欄間彫刻の修業を経験した小野貴登司は、 2013年度の当研究室修士研究において近世

建築彫物の名工集団「諏訪立川流」を率いた立川和四郎富昌が制作した「長野県興正寺 薬医門出桁彫物

『子持ち龍』」の模刻研究を行い、優秀な成果を修めた。博士課程に進んでからも引き続き富昌の研究を

発展させ、博士論文として標記の建築彫物を中心に、下絵と実制作との相関性について画期的な研究を行

った。 

 本研究では、諏訪市博物館に残されていた宮坂家文書の中から、下絵『獅子と牡丹』の下絵と、諏訪大

社上社本宮片拝殿腰羽目彫物及び豊川稲荷旧法堂『獅子と牡丹』との相似性に着目し、同下絵と両彫物の

3Dデータによる正投影図と比較しながら、一致点と相違する点について考察を進めた。その結果、下絵が



    

 

拡大・縮小されたり、反転して用いられている可能性に気づいた。そして、この時代に導入され始めた「規

（ぶんまわし、コンパス）」を用いて、図柄の複製や拡大・縮小を簡便に行ったり、下絵を反転させて他

の現場で使い回していたのではないかとした着眼点は秀逸である。論文では、時代的背景を克明に論述す

るとともに、コンパスを用いた描画手法を具体的に論証するなど、興味ある論述を展開している。しかし

残念ながら、本研究の核心である宮坂家文書下絵が、富昌の直筆であるか否か、当該作例の直接の下絵で

あるか否かの検証について、充分であるとはいえない。 

 模刻作品については、たいへん精緻な技巧をよく再現し、同流の傑作として知られる本作品に果敢に取

り組んだ力作となったことは大いに評価される。しかし、二面行っていた腰羽目板彫物の制作が、時間の

関係で一面のみの提出となったことは、惜しまれる。 

   上記のマイナス点を差し引いても、全体の構成や論考および制作は、当専攻学位研究としての要件を充

分に満たしていると評価できる。 


